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第1章 課題設定の理由

１ 実習校の概要と防災に関する現状

置籍校は，徳島県南部にあり沿岸部の「津波

防災マップ」で確認すると，「南海トラフ巨大

地震・津波」で想定される津波の高さは6.4m

を超えている。置籍校は地盤高が27.6m であ

るので，避難場所だけでなく，ヘリポートや医

療救護所としても指定を受けている。地域の自

主防災組織は熱心に活動を進めているが，地域

性から，それぞれが独自に活動を行い，校区を

範囲とした活動が行われていないのが現状であ

る。

置籍校では避難訓練を９月に１回行ってお

り，事前・事後指導を学活の中で取り組んでい

る。しかし，避難訓練は予定されたもので，生

徒は担任からの説明を受けてから行動し，想定

外の状況を作り出すような設定をしていない。

総合的な学習の時間に「震災や福島の風評被害

と差別」について単学年で進めるが，全体とし

て防災教育が体系化された取り組みではまだな

い。教科においては，教科間の連携は不十分と

いった状況である。

２ 先行研究・先行事例

宮城県南三陸町立歌津中学校の実践では，「避

難所運営訓練」を教育の核として地域ぐるみで

取り組まれていた。また，徳島県徳島市立津田

中学校の実践では，防災士を目指す生徒，生徒

から市行政へ提案，地域との絆を深める工夫が

なされていた。高知県高知市立潮江中学校の実

践では，校区内の保小中の連携を行い防災意識

を高め，地域の消防団の協力を得ながら避難訓

練や避難ルート確認を行っている。

第２章 実践課題設定

１ 置籍校の防災教育の見直し

１）防災教育カリキュラムマネジメント

「カリキュラムマネジメント・モデル」(田村，

2009)をもとに防災教育の見直しを行い，課題

を見出し，表１のように実践内容をまとめた。

表1 課題と実践内容

２）防災教育における『場の機能の基本図』

「場の理論とマネジメント『場の機能の基本

図』」（伊丹，2005）を使い，課題と取り組み

のポイントを表２のように考えた。

表２ 地域の教育資源 見えた課題 取り組みポイント



２ 実践計画

実践計画を「学校経営戦略としての校内研修」

（北神，2010）を使い表３のようにまとめた。

第３章 実践事例

１ 教育課程

１）学習指導要領と教科書において防災，減災，

避難生活の関連について検討した。

２）技術・家庭科（家庭分野）年間指導計

画との関連について見直した。

３）授業研究

① テーマ「知ろう 考えよう 行動しよう自

分たちの防災と減災について」

② 主題設定の理由

生徒が自分の生活を見つめるとともに，自分

や家族を守るために日頃から何をしなければな

らないのか，主体的に考えさせたい。友だちと

意見を共有していく中で，減災のための課題に

気づかせ生徒自らが解決のために具体的に行動

できるように取り組ませたいと考え設定した。

③ 指導計画授業

授業は表４のように６時間で計画した。

表４ 指導計画

表３ 実践計画

④ 授業実践

授業展開を図１

の徳島県技術・家

庭科部会の「授業

の流れ」を使い，

設定条件を「ライ

フラインが止まっ

たら」とすること

で，いざというときの工夫を考えさせた。ま

た今回の実践的研究では「共有化」「実践化」

を加えて取り組むこととした。

⑤ 授業の実際

ⅰ 板書

板書は 6時間とも写真 1のような形式にし，
授業の流れを生徒がつかみやすいように工夫

した。

ⅱ 言語活動のための手立て

ア 導入の工夫

毎時導入部において「熊本地震・阪神大震

災・東日本大震災に関する記事」「生活の工夫

に関する記事」等を使い，現状や今何が求め

られているのかを伝えたり，発想のヒントと

した。

イ 自分を知ること・可視化

思考ツールを使い，生徒が何についてどれ

だけ理解できているかをプリントに書き出し

たり，付箋に書いたりすることで自分たちの

課題を見つけられるようにした。

図１徳島県技術・家庭科部会の授業の流れ

（「共有化」「実践化」長谷川追加）

写真1 1時間目の板書



ウ 共有化・分析

宿題プリントや簡単な質問の答えをペアで

確認する，個々の意見を付箋に書き出しグル

ープで協力して，項目ごとに分ける等の活動

を行った。「設定条件」を提示し再検討させマ

トリクス表に整理させたり，重さを比較する

ことで選択内容を考えさせたりした。

エ 活用化

家庭科は実践化する教科であり「学んだこ

と」を生活に生かすことが大切である。特に

災害時を想定した取り組みであるので「生活

の主体が自分であること」を認識させること

が大切である。6 時間目には災害時を想定し
調理実習を行った。（写

真 2，写真３）「ライフ
ラインが停止していると

き」「復旧し始めたとき」

等でできるものを調理さ

せた。「設定条件」は災

害時のため調理を 15 分
で行うこと，使える水は

片付けも含め２㍑，食器

や道具も限られたものにした。

４）授業実践の成果と課題

生徒の感想では「災害前と災害時の差が大き

く違うことを知りました。ライフラインが止ま

ると色々な困難があることがわかりました」「い

ろいろな場合で対応の仕方を変えないと避難生

活で生き残ることができないと思いました」な

どがあった。また，思考ツールを取り入れたこ

とでグループごとの話し合いが活発になり，授

業日の日記には他のグループの良さを書く生徒

がいた。アンケートでは授業後に「家族と話し

写真２ 調理実習の準備物

写真３ 調理実習の様子

合いをした生徒」の割合は，授業前に比べ10％

減少したが，これは話し合いの内容という点で

質的な変化があったためだと思われる。「家族

と避難場所を決めた生徒」は４%増え，「避難

リュックを用意した生徒」の割合は，13%増加

した。アンケート結果は熊本地震直後というこ

ともあり，授業との相関関係についてはっきり

とはいえない。しかし具体的にどのようにすれ

ば良いのかわからなかったことを可視化してい

くことで，家族と共に行動に移せていることは

確かなようだ。

２ 教育組織・分掌

６月３日（金）に校内研修（防災講演会とHU

G研修）を行い，

避難所運営支援

についての気づ

きやこれから自

分が防災・減災

についてどのように取り組むか考える手立てと

した。(写真４）改めて緊急時での対応や難し

さを実感できたと考えられる。

３ 教育連携

１）地域の防災士や学

生との方HUG・ワール

ドカフェ研修

４月23日阿南高専に

おいて地域の防災士や

高専の学生，行政職員でHUGとワールドカフェ

を行い，避難所運営について考えるとともに日

頃から備えておかなければならないことを互い

に話し合った。（写真５）

「避難所で穏やかに過ごすためには」という課

題を話し合っていく中で，普段から「女性の立

場に立っていなかった」ということに気づいた

写真４ 校内研修の様子

写真５ 地域HUG研修の様子



男性や「ご近所付き合いの大切さ」に気づくこ

とができた学生がいた。また，備蓄食料の大切

さについても発表され，「地域でも調理実習を

したい」という発展的な意見が出たので，今後

に生かしたい。

２）炊き出し訓練「避難所生活において大切な

ことを考えよう」

１年生が６月20日，日本

赤十字の方から熊本地震で

の救援活動や日赤の活動，

地域の方からは東日本大震

災での炊きだしボランティ

アから日頃の備えで大切に

したいことをお伺いした。

（写真６）ハイゼックスを

使った炊きだしやおにぎり

作り(写真７）を行い，簡単スリッパや簡易ト

イレの説明を受けた。

３）生徒と地域の方とのHUG・ワークショップ

型研修

防災・減災や避難

生活について生徒が

考え話し合う姿を地

域の方に見ていただ

き，ともに行動でき

る仕組み作りを行う

必要があると感じた。９月26日に３年生60名と

地域の方12名でHUG・ワークショップ型研修を

行った。（写真８）東日本大震災を体験された

宮本萌さんの話を聴き，HUGをしながら生徒は

地域の一員として何ができるのか地域の方とと

もに考えた。

４ 学校環境・教育環境

１）避難所用品・避難所生活に役立つもの確認

２）掲示板「避難生活を考える×NIE」

写真８ HUG研修の様子

写真６ 日赤の活動

写真７ おにぎり作り

授業で使った新聞記事や講演してくださった

宮本萌さんの記事を掲示し，災害への心構えが

積み重なるように工夫した。

３）地域や家庭への啓発のために

HUG研修後３年生は家族に伝えたいことを書

き家庭に配布した。また，成果物は文化祭や公

民館に掲示し，取り組みの内容や生徒の意見を

紹介し家庭や地域への啓発資料とした。

第４章 実践の成果と課題

実践を終え，防災教育のカリキュラムマネジ

メントを確認した。防災・減災や避難所運営に

関する取り組みは，学校独自で行うことは難し

く地域理解や地域連携がなければ深まらないと

考える。今後は，教育課程では各教科における

教科書内容から関連した内容を結びつけて取り

組みたい。また，技術・家庭科（家庭分野）に

ついては，他領域での単元の流れを考えていき

たい。学校組織・分掌では校内研修において段

階的に短時間で行えるものを計画する必要があ

る。研修後HUGのカード解説を取り入れ話し合

いをする等つなげていくことが大切であり，地

域を知り地域の方と活動をともにすることが重

要である。また，こうした活動のベースとなる

ものが，学校環境や教育環境なのではないかと

思われる。
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